
西
村
泰
志

大
阪
工
業
大
学
・
学
長

荒波に挑む
トップ

D
S
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る

実
践
力
の
高
い
専
門
職
業
人
の
育
成

全
体
の
底
上
げ
を
図
り

上
位
層
を
伸
ば
す
教
育
へ

一
貫
性
あ
る
3
ポ
リ
シ
ー
で

教
育
効
果
を
最
大
化

梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に

先
端
的
な
新
学
部
を
開
設

〜
関
西
の
私
立
大
学
の
中
で
の
確
固
た
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
め
ざ
し
て
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国
際
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
は
じ
め

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
も
推
進

　
最
近
の
日
本
の
学
生
は
、
勉
強
を
し

な
く
な
り
、
将
来
へ
の
希
望
を
語
る
こ

と
が
少
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
話
を
よ

く
聞
き
ま
す
。
し
っ
か
り
勉
強
し
て
い

る
学
生
、
し
っ
か
り
勉
強
さ
せ
て
い
る

大
学
が
存
在
し
て
い
る
の
は
確
か
で
す

が
、
高
等
教
育
全
体
が
玉
石
混
淆
の
状

態
に
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
こ
の
状

態
が
続
け
ば
、
水
が
低
き
に
流
れ
る
が

如
く
、
伸
び
る
学
生
も
易
き
へ
と
流
れ

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
の
教
育
も
影

響
し
て
お
り
、
大
学
教
育
だ
け
で
は
決

し
て
解
決
で
き
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
大
学
は
社
会
人
に
な
る

前
の
最
後
の
教
育
機
関
で
す
か
ら
、
学

生
一
人
ひ
と
り
に
、
主
体
的
に
勉
強
す

る
姿
勢
や
将
来
を
切
り
開
く
力
を
付
与

す
る
使
命
が
あ
り
ま
す
。

　
学
問
の
お
も
し
ろ
さ
は
、
勉
強
し
な

け
れ
ば
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
課
題
も
見

え
て
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
学
生

に
一
定
の
レ
ベ
ル
ま
で
し
っ
か
り
学
ば

せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
全
体
の
底
上

げ
を
図
り
つ
つ
、
伸
び
る
学
生
を
さ
ら

に
伸
ば
す
た
め
に
は
、
学
生
に
主
体
的

な
学
習
習
慣
を
確
立
さ
せ
る
よ
う
な
大

学
教
育
へ
の
改
革
が
不
可
欠
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
は
初
年
次
教
育
が
重
要
な
要

素
に
な
る
と
考
え
、
本
学
は
１
年
次
か

ら
Ｐ
Ｂ
Ｌ
科
目
な
ど
を
導
入
し
て
意
欲

的
な
学
習
を
促
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
実
践
演
習
科
目
と
そ
の
他
の
講
義
・

演
習
科
目
と
の
体
系
化
に
よ
り
、
教
育

効
果
の
最
大
化
を
図
る
教
育
改
革
を
推

し
進
め
て
い
ま
す
。

　現
在
、
日
本
の
高
等
教
育
機
関
に
は
、

教
育
の
質
的
保
証
や
質
的
転
換
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
一

貫
性
の
あ
る
3
つ
の
ポ
リ
シ
ー
を
作
成
・

明
示
し
、
教
育
効
果
の
最
大
化
を
図
る

教
育
活
動
を
実
践
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
加
え
て
、
成
績
評
価
制
度

と
修
学
指
導
や
正
課
外
教
育
な
ど
の
修

学
支
援
体
制
の
充
実
に
よ
り
、
学
生
の

質
を
担
保
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
学
は
２
０
１
４
年
度
入
学
生
か
ら

工
学
部
の
教
育
課
程
を
大
幅
に
改
革
し

ま
し
た
。
翌
年
、
そ
の
作
業
を
率
い
た

「
教
育
課
程
検
討
委
員
会
」
を
「
教
育

推
進
委
員
会
」
に
改
編
し
、
新
教
育
課

程
が
効
果
的
に
機
能
し
て
い
る
か
ど
う

か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
検
証
を

行
い
、
各
種
委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら

解
決
へ
と
導
い
て
い
く
体
制
を
整
え
ま

し
た
。
こ
の
体
制
は
大
学
全
体
へ
と
広

げ
て
い
く
計
画
で
す
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
と
合
わ
せ

て
、
ミ
ニ
マ
ム
・
リ
ク
ワ
イ
ア
メ
ン
ト

を
測
定
可
能
か
つ
具
体
的
な
も
の
と
し

て
提
示
す
る
「
適
正
な
成
績
評
価
基
準

に
基
づ
く
厳
正
な
成
績
評
価
」
の
実
施

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
授
業
外

学
修
の
促
進
に
も
つ
な
げ
る
質
的
保
証

の
取
り
組
み
で
す
。

　
さ
ら
に
、「
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
サ
プ
リ

メ
ン
ト・シ
ス
テ
ム（
Ｄ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
）」

の
導
入
に
よ
り
、
在
学
中
の
達
成
度
を

定
期
的
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と

で
、
主
体
的
な
学
び
の
促
進
と
、
達
成

度
の
可
視
化
に
よ
る
大
学
院
進
学
や
、

就
職
に
対
す
る
支
援
体
制
を
強
化
し
ま

す
。
本
シ
ス
テ
ム
は
、
企
業
等
と
連
携

し
開
発
す
る
こ
と
で
、
社
会
の
ニ
ー
ズ

に
か
な
う
卒
業
生
の
輩
出
に
つ
な
が
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
文
部

科
学
省
の
A
P「
卒
業
時
に
お
け
る
質

保
証
の
取
組
の
強
化
」
に
も
採
択
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
本
学
に
は
、
大
学
入
学
後
に
著
し
く

伸
び
る
学
生
が
大
勢
い
ま
す
。例
え
ば
、

経
済
産
業
省
の
「
社
会
人
基
礎
力
育
成

グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
は
、
前
年
は
知
的
財

産
学
部
の
チ
ー
ム
が
準
大
賞
、
本
年
は

工
学
部
の
チ
ー
ム
が
大
賞
を
取
り
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
な
伸
び
る
学
生
に
機
会
を

与
え
る
し
く
み
を
強
化
し
つ
つ
、
基
礎

を
確
実
に
修
得
し
て
卒
業
さ
せ
る
形
へ

と
転
換
し
て
い
き
ま
す
。

　２
０
１
７
年
４
月
に
は
、
新
た
に
本

学
４
つ
目
の
学
部
と
な
る
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
＆
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
を
開
設
し
ま

す
。
新
学
部
は
、
大
阪
の
中
心
地
・
梅

田
に
建
設
す
る
地
上
22
階
、
地
下
２
階

の
「
O
I
T
梅
田
タ
ワ
ー
」
に
設
置
し

ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本
で
は
、
ロ

ボ
ッ
ト
は
期
待
さ
れ
る
分
野
で
あ
り
、

ま
た
、
そ
の
技
術
に
は
、
機
械
や
電
気
・

電
子
、
情
報
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
デ

ザ
イ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
の

融
合
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
ロ
ボ
ッ

ト
に
関
わ
る
多
様
な
分
野
に
触
れ
る
こ

と
で
、
学
生
の
成
長
を
促
す
効
果
も
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

（
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
）と
共
同
で
、

日
本
初
の
「
ロ
ボ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
・
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
」
を
開
講
し
ま
す
。

梅
田
と
い
う
立
地
を
生
か
し
て
、
企
業

と
の
共
同
研
究
、
受
託
事
業
な
ど
を
活

性
化
さ
せ
、
学
生
の
情
報
発
信
能
力
の

向
上
や
実
践
的
な
学
び
へ
と
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、新
学
部
設
置
に
合
わ
せ
て
、

本
学
の
本
拠
地
で
あ
る
大
宮
キ
ャ
ン
パ

ス
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
構
想
中
で
す
。

全
学
部
が
有
機
的
に
連
携
で
き
る
よ
う

な
基
盤
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。１
年
次
は
語
学
研
修
を
行
い
、

２
・
３
年
次
に
は
国
際
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、台
湾
や
タ
イ
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
大
学
生
と
チ
ー

ム
を
組
ん
で
課
題
に
取
り
組
む
も
の
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
す
べ
て
英
語

で
行
う
た
め
、
生
き
た
英
語
力
と
専
門

知
識
を
活
用
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
２
〜
４
年
次
に
は
各
学
科
の
海
外

研
修
が
あ
り
、
大
学
院
進
学
予
定
の
学

生
に
は
、
１
〜
３
か
月
間
、
海
外
の
大

学
の
研
究
室
で
研
究
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
を
設
置
す
る
学
校
法
人
常
翔
学

園
は
、「
理
論
に
裏
付
け
ら
れ
た
実
践

的
技
術
を
も
ち
、
現
場
で
活
躍
で
き
る

専
門
職
業
人
の
育
成
」
を
建
学
の
精
神

と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
精
神
の
も
と
、
本
学
は
「
関
西

の
私
立
大
学
の
中
で
の
確
固
た
る
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
確
立
す
る
」

を
将
来
像
と
し
て
描
い
て
い
ま
す
。
本

学
独
自
の
改
革
で
そ
の
実
現
に
向
け
、

社
会
か
ら
選
ば
れ
続
け
る
大
学
を
め
ざ

し
ま
す
。
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改革目標への到達度

７合目

5合目

3合目

知的財産学部開設

文部科学省AP
「卒業時における質保証の
取組の強化」に採択

ロボティクス＆デザイン
工学部開設

現在地

2003

2016

2017

大宮キャンパス
再開発

1996

関西の私立大学の中での確固たる
リーディングポジションの確立

新制大学誕生、
大阪工業大学へ(工学部設置)創立 1949

情報科学部開設
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